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種子島の保育所・幼稚園における予防接種状況
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〔論文要旨〕

　集団生活する保育所・幼稚園の予防接種の徹底は感染症防止対策上弓も重要な課題であるため種子島

の予防接種状況を調査した。送付者1，160平中918名回答し，回答率は79．1％であった。1歳以前に受け

るBCGとポリオ1回目については保育所と幼稚園での有意差は認められなかったが，1歳以降に受け

るそれ以外の予防接種に関しては，幼稚園児より保育園児の接種率が低かった。今後，保育所の保護者

を中心に受けやすい予防接種体制をさらに調査し構築することが必要と考えられた。
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1．はじめに

　乳幼児の疾患の多くは感染症であり，時に重

症合併症を併発することがある。結核予防法で

のBCG，伝染病予防法によるポリオ，ジフテ

リア，百日咳，破傷風，麻疹，風疹の定期予防

接種は，これらの感染症の予防手段として最も

重要である。幼稚園・保育所においては，予防

接種率が低ければ流行が拡大することが懸念さ

れ，これらの集団に対する予防接種の徹底は感

染症防止対策上最も重要な課題であり，そのた

め予防接種率の把握は重要である。そこで，種

子島における保育所・幼稚園における予防接種

状況を調査し，問題点を検討した。なお，平成

14年までの予防接種体制は，各自治体でBCG，

ポリオについては集団接種，三種混合，麻疹，

風疹に関しては個別接種で，それぞれ接種期間

が限定されていた。

皿．方 法

　種子島にあるすべての保育所13施設，幼稚園

8施設，計21施設に調査を行った。西之表市（保

育所9施設，幼稚園4施設），中種子町（保育

所2施設，幼稚園3施設），南種子町（保育所

2施設，幼稚園1施設）に平成15年5月調査票

を送付し，生年月日，母子健康手帳からBCG，

ポリオ，三種混合（ジフテリア，百日咳，破傷

風），麻疹，風疹の予防接種日を幼児の保護者

に記載してもらった。なお，個人が特定できる

項目は設問に設定せずに，施設を通じて回収し

た。その際3歳以上の児童を対象にそれまでの

接種状況を調査し累積接種率曲線を作成した。

また，保育所と幼稚園で接種率に違いがあるか

を確認するため，その予防接種開始時期の違い

を考慮して，1～2歳時と3歳時の2つの時点

で予防接種項目ごとに保育所と幼稚園2群間で
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カイ2乗検定を行った。

皿，結 果

1．回答者（表1）

　送付者は1，160名で，回答数は918名（保育所

439名，幼稚園479名）で，回答率は79．1％（保

育所77．7％，幼稚園80．5％）であった。

2．接種率

a）BCG（図1）

　BCGはほぼ同じ接種率と特徴を示し1歳時

で保育所66．7％，幼稚園で70．9％，3歳児で保

育所92．3％，幼稚園95．6％とそれぞれ有意差は

認められなかった。

b）ポリオ（図2，図3）

　ポリオ1回目接種についてもBCGと同様に接

種率で差はなく，1歳時で保育所76．4％，幼稚

表1種子島における回答者のプロフィール

西之表市 中種子町 南種子町 種子島全体

送付数（人） 661 288 211 1，160

幼稚園 295 167 133 595

保育所 366 121 78 565

回答数（人） 521 235 162 918

幼稚園 240 134 105 479

保育所 281 101 57 439

回答率（％） 78．8％ 81．6％ 76．8％ 79．1％

幼稚園 81．4％ 80．2％ 78．9％ 80．5％

保育所 76．8％ 83．5％ 73．1％ 77．7％
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図1　BCGの累積予防接種率曲線
　　　（○保育所　●幼稚園）
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園で78．0％，3歳時で保育所94．3％，幼稚園で

95．8％とそれぞれ有意差は認められなかった。

しかし，ポリオ2回目においては，2歳時で保

育所69．4％，幼稚園79．5％で，3歳時でも保育

所84．5％，幼稚園91．7％とそれぞれ有意差を認

めた（p＜0．Ol，　p＜0．01）。

c）三種混合（図4，図5）

　初回1回目接種については，1歳時で保育所

61．3％，幼稚園67．0％であり有意差を認めなか

った。しかし3歳時では保育所90．2％，幼稚園

96．1％と有意差を認めた（p＜0．01）。また，

追加接種については立ち上がりなどほぼ同じで

あるが2歳半頃より差が開き始め，3歳時で保

育所51．9％，幼稚園66．3％で有意差を認めた
（p　〈O．　OOI）　．
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図2　ポリオ1回目の累積予防接種率曲線
　　　（○保育所　●幼稚園）
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図3　ポリオ2回目の累積予防接種率曲線
　　　（○保育所　●幼稚園）

2歳時，3歳時で有意差を認めた（＊p＜0．Ol）
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図4　三種混合初回の累積予防接種率曲線

　　　（○保育所　●幼稚園）

　1歳時では有意差を認めなかったが
　3歳時では有意差を認めた（＊p＜0．01）

接種率
100．oo／．

90．Oele

so．ool．

70．ool．

60．oe／．

50．oe1．

40．0％

30．oel．

20．Ool．

10．ool．

　O．OOI．

1

＊＊

ノ
ノ　　　　　　　　　　　　　＿ノ＿●●●●●●●●●＿◎◎o

O　4　8　12　16　20　24　28　32　36
　　　　　　　接種月数

図5　三種混合追加の累積予防接種率曲線
　　　（○保育所　●幼稚園）

　3歳時で有意差を認めた（＊＊p＜O．OOI）
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　　図6　麻疹の累積予防接種率曲線
　　　　　（○保育所　●幼稚園）

2歳時，3歳時で有意差を認めた（＊＊p＜0．001）
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　　　　図7　風疹の累積予防接種率曲線

　　　　　　（○保育所　●幼稚園）

　2歳時では有意差を認めないが，

　有意差を認めた（＊＊p＜0．001）

32　36

3歳時では

d）麻疹（図6）

　麻疹は，1歳半まではほぼ同じ立ち上がりで

あるが，その後差が開き2歳時では保育所で

67．0％，幼稚園で81．9％と有意差を認め

（p＜O．001），3歳時でも保育所82．5％，幼稚

園92．7％と有意差を認めた（p〈0．001）。

e）風疹（図7）

　風疹は，立ち上がりが悪く，2歳頃まで同じ

立ち上がりであるが，その三差が開いていた。

2歳時では，保育所53．2％，幼稚園59．7％で有

意差を認めないが，3歳時では保育所72．1％，

幼稚園85．1％と有意差を認めた（p＜0。001）。

】〉’．考 案

　平成15年度鹿児島三年齢別推計人口調査結

果ユ）から種子島各自治体の3－5歳の人口は

1，028名で，今回の調査では3歳以上で保育所

通所児は297名（28．9％），幼稚園は409名

（39．8％）で，68．7％が集団生活をしていた。

厚生労働省の発表では，就学前児童の居場所と

して，3歳児で保育所34．9％，幼稚園32．1％で

全体の67％が集団生活をしており，4歳以上に

おいては，保育所36％，幼稚園57．4％で93．4％

と高くなっていた2）。種子島においても全国と

同様に就学前児童においては，かなりの割合で
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集団生活を行っており集団感染を予防する対策

が必要と考えられる。例えば麻疹では，流行阻

止のためには集団接種率が95％以上必要といわ

れており，沖縄や北海道などで，はしか“0”

プロジェクトが進められている3）。小学校以上

においては学童を対象に比較的感染力の強い感

染症を学校伝染病として選定し対策がとられ，

保育所，幼稚園においては学校保健法対策に準

拠されている。平成14年より文部科学省より「学

校保健法施行規則の一部改正について（通知）

：13文科ス第489号」が出されており，これに

より就学時に予防接種歴を調査し，未接種者に

は積極的に勧奨し，その事後措置を講ずること

が明文化されており，保育所，幼稚園などにお

いても就園時や入所時，定期健診時に予防接種

を勧奨することが重要である4）。

　また，地域の感染予防からは保育所・幼稚園

のどちらにも通わない子どもたちについては興

味深いところであるが，今回はアンケートの送

付ができず調査ができていない。対象地域への

アンケート送付により，通所状況を含めて行う

ことで調査することができると考えられるが，

名簿の入手など困難な点があり難しかった。今

後の課題であろうと思われる。

　日本小児保健学会の平成12年度幼児健康度調

査5）と比べると，ポリオに関しては1歳時では

79．9％で，種子島の保育所76．4％，幼稚園

78．0％，3歳時で98．0％に対し，94．3％と95．8％

で若干低いものの同じくらいであった。また，

BCGは1歳時同調査で88．9％，今回の調査で

66．7％，70．9％であり全国と比べ低かったが，

3歳児には95．4％に対し92．3％と95．6％でほぼ

同等になっている。三種混合に関しては，1歳

時80．7％に対して61．3％と67．0％で低く，3歳

時では92．1％に対して90．2％と96．1％でほぼ同

等となっていた。また，麻疹は2歳時点で79．1％

に対して，67．0％，81．9％で保育所通所児が低

く，3歳時点では87．2％に対し82．5％，92．7％

となっていた。風疹は，2歳時点で59．2％に対

し53．2％，59．7％，3歳時点で70．9％に対して

72．1％，85．1％となっていた。BCGとポリオつ

いては，1歳時，3歳時の時点で保育所と幼稚

園での有意差は認めず，全国と同じ動きをして

いる。しかし，三種混合に関しては，1歳時点

825

では全国よりも低かったのが，3歳時点では幼

稚園では越えるものの保育所では下回ったまま

である。麻疹，風疹に関しては，2歳，3歳両

方の時点でも幼稚園は全国調査を上回るもの

の，保育所では上回ることはなかった。

　過去の報告でも，忍足らは，すべてのワクチ

ン接種率において幼稚園児に比べ保育園児の低

下がみられたと報告している6）。しかしながら，

その原因については今後の検討課題としてい

る。また，堺市における麻疹ワクチンに関す

るKAP　study（Knowledge，　attitude，　and　prac－

tice　study）でも特に保育所に通所している児

の麻疹ワクチン接種率は低く，また接種時期も

遅いという結果があり，実際に保育所通所児の

麻疹罹患率は高く，現状のままでは今後も麻疹

ウイルス伝播の温床になる可能性が高いとして

おり，そり理由としては，母親の就業等，主と

して育児に関わっている保護者に時間的制約が

ある場合が多いとしている7）。今回の調査結果

から1歳前後まで保育所と幼稚園児童間で接種

率に有意差がなく，BCG，ポリオに関してはほ

ぼ全国と同様な動きをしており，麻疹・風疹で

は保育所が幼稚園の接種率を有意に下回るとい

うことは，1歳以降での育児休暇の終了など，

保護者の就業時間的制約など環境の変化がそれ

以降接種率に有意差が認められる結果になった

と考えられ，第2報で意識調査を行っている。

　種子島地域全体としての予防接種率は低く，

例えば麻疹では鹿児島県全体の74．4％に比べ西

之表市では60．2％，中種子町では69．8％，南種

子町では44．7％と報告されている8）。これは平

成14年までの予防接種体制が，各自治体でBCG，

ポリオについては集団接種，三種混合，麻疹，

風疹に関しては個別接種で，それぞれ接種期間

が限定されており予防接種を受けやすい環境で

はないと考えられる。そのため，平成15年度よ

り西之表市では，試験：的に西之表市と熊毛地区

医師会の協力で麻疹ならびに三種混合の接種を

通年化する試みを行い，接種率の増加を認め

た9）。今後，すべての予防接種の通年化など接

種機会を増やす試みや，広域化，休日接種など

更に予防接種を受けやすい環境作りを検討して

いく必要性がある。
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